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家
庭
即
ち
道
場

　
　
▽
家
庭
禅
話
の
中
に
「
家
庭
即
ち
道

　
場
」
と
い
う
教
え
が
あ
る
。
▽
人
と
し

　
て
家
庭
を
持
た
ぬ
者
は
な
い
。
苦
も
楽

　
も
、
地
獄
も
極
楽
も
、
そ
の
多
く
は
家

　
庭
の
如
何
に
よ
っ
て
か
も
し
出
さ
れ
て

　
い
る
。

　
　
▽
将
来
、
社
会
の
た
め
に
大
活
動
を

　
す
る
根
拠
は
、
日
頃
の
家
庭
生
活
に
あ

　
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
▽
彼
の

　
孟
母
が
、
子
の
孟
子
の
教
育
に
心
を
痛

　
め
、
家
が
墓
地
に
近
い
た
め
葬
式
の
ま

　
ね
ば
か
り
、
住
居
を
市
街
に
移
す
と
商

　
人
の
ま
ね
ば
か
り
、
そ
こ
で
学
校
の
近

　
く
に
移
っ
た
。
こ
こ
で
は
学
事
に
模
倣

　
し
、
良
風
美
俗
に
な
じ
ん
だ
の
で
、
母

　
は
こ
こ
を
永
住
の
地
と
定
め
た
。
（
孟
母

　
三
選
の
教
え
）

　
　
▽
暴
走
族
、
校
内
暴
力
な
ど
の
非
行

　
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
。
▽
「
三

　
離
四
走
」
の
一
は
家
を
離
れ
る
こ
と
だ

　
が
、
そ
れ
が
オ
ー
ト
バ
イ
、
暴
力
に
走

　
る
。
▽
今
さ
ら
な
が
ら
「
家
庭
即
ち
道

　
場
」
の
先
師
の
教
え
を
実
践
し
な
く
て

　
は
な
ら
な
い
。

火
渡
り
祭
…

　
（
高
尾
山
）
…
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全
日
仏

罰

共
通
議
案
、
合
同
で
開
く

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
の
た
め
、
二
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
、

京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
定
例
の
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
、
予
算
案
、
税
制
委
員

会
設
置
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
。
な
お
、
理
事
会
・
評
議
員
会
は
両
会
共
通
議

案
、
な
ら
び
に
報
告
事
項
の
た
め
合
同
で
進
行
し
た
。

鱒
淵
理
事
長
、
日
野
事
務
総
長
挨
拶
の
あ
と

共
通
議
案
の
た
め
合
同
で
開

か
れ
た
理
事
会
、
評
議
員
会

小
西
日
静
仮
議
長
（
兵
庫
濡
仏
）
の
も
と
に
、

理
事
会
は
、
議
長
に
鱒
淵
理
事
長
、
議
事
録
署

名
委
員
に
塩
入
亮
達
（
聖
観
音
宗
）
、
長
谷
川
霊

信
（
念
法
真
教
）
の
両
懸
を
選
出
。
評
議
員
会

は
、
議
長
に
前
田
孝
道
師
（
和
歌
山
県
仏
）
議

事
録
署
名
委
員
に
石
山
泰
龍
（
妙
心
寺
派
）
大

竹
明
彦
（
曹
洞
宗
）
の
両
頭
を
選
出
し
、
上
程

さ
れ
た
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
計
画

案
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
事
務
局
案
を
説
明
し

原
案
通
り
承
認
。
（
別
掲
）

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
六
年
度
歳
入
歳
出

予
算
案
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
事
務
局
案
を
説
明
し

質
疑
応
答
の
あ
と
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
推
進
の
た

め
の
仏
教
徒
一
ド
ル
募
金
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
説
明
し
、
現
地
視
察

の
後
に
委
員
会
を
開
催
し
具
体
案
を
提
示
す
る

こ
と
で
承
認
。

　
議
案
第
四
号

「
税
制
委
員
会

設
置
に
就
て
」

担
当
局
長
、
部

長
よ
り
事
務
局

案
を
説
明
し
原

案
通
り
承
認
。

　
議
案
第
五
号

「
人
事
に
就
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
説
明
し
、
新
評
議
員

を
了
承
。
ま
た
評
議
員
会
で
理
事
を
選
出
、
理

事
会
で
常
務
理
事
を
選
出
し
承
認
。
全
仏
の
総

務
局
長
交
代
を
了
承
。

　
新
評
議
員
、
理
事
（
○
印
）
常
務
理
事
（
◎

印
）
は
次
の
と
お
り
。
一
敬
称
略
順
不
同
－

　
勝
森
恵
浄
（
妙
見
）
○
橋
本
豊
崎
（
御
室
）

高
山
墓
穴
、
◎
久
保
埜
太
清
（
豊
山
）
◎
小
沢

照
禧
（
智
山
）
鈴
木
眉
墨
（
浄
土
）
小
滝
了
信

○
広
田
下
柳
（
本
派
）
◎
五
辻
実
費
、
○
本
間

義
博
、
細
川
信
元
、
藤
原
俊
、
木
越
樹
、
古
川

智
徳
（
大
沼
）
田
中
夜
警
（
融
通
）
◎
塩
田
義

朗
、
加
藤
海
晃
、
巽
寿
円
（
日
蓮
）
松
久
保
秀

胤
（
法
相
）

　
事
務
総
局
の
総
務
局
長
交
代
（
共
に
日
蓮
）

　
加
藤
海
晃
　
退
任
一
豊
田
英
世
　
新
任

　
議
案
第
六
号
「
鳥
取
県
仏
再
加
盟
に
つ
い
て

担
当
局
長
、
部
長
よ
り
経
緯
、
概
要
を
説
明
し

承
認
。
機
構
改
革
特
別
委
な
ど

四
委
員
会
の
現
況
報
告

報
告
事
項
一
「
機
構
改
革
特
別
委
員
会
現
況

報
告
に
つ
い
て
」

　
豊
田
副
委
員
長
よ
り
答
申
書
を
理
事
長
に
手

渡
し
、
五
月
の
理
事
会
ま
で
に
、
全
仏
事
務
局

に
て
検
討
し
理
事
会
に
提
案
す
る
よ
う
指
示
さ

れ
た
。
主
な
点
は
、
会
長
推
戴
方
法
の
変
更
、

常
務
理
事
の
登
記
（
理
事
の
権
限
、
職
務
は
現

行
通
り
）
、
事
務
総
局
人
事
の
内
規
、
理
事
会
・

常
務
理
事
会
の
委
任
状
。
委
任
者
・
代
理
人
に

つ
い
て
の
細
則
、
事
業
計
画
の
見
直
し
な
ど
の

事
が
答
申
さ
れ
、
寄
付
行
為
の
改
正
に
つ
い
て

も
改
正
案
を
添
え
て
答
申
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
二
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
準
備
委
員

会
報
告
に
つ
い
て
」

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
推
進
に
つ
い
て
は
、
全
仏

特
派
の
加
藤
海
蝕
師
（
前
総
務
局
長
）
が
ネ
パ

ー
ル
よ
り
帰
国
し
た
時
点
で
、
準
備
委
員
中
か

ら
企
画
委
員
を
選
び
具
体
化
す
る
方
針
。
ま
た

十
一
月
頃
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
視
察
露
仏
代
表
団
を

派
遣
し
て
実
動
に
移
る
予
定
で
あ
る
。

　
報
告
事
項
三
「
同
和
特
別
委
員
会
報
告
に
つ

い
て
」

　
報
告
委
員
と
し
て
橘
了
法
師
（
大
谷
派
）
が

出
席
し
、
先
ず
同
和
問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

な
く
し
て
は
、
も
は
や
日
本
に
お
け
る
宗
教
、

就
中
仏
教
た
り
得
な
い
、
と
の
委
員
会
確
認
が

報
告
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
「
特
別
措
置

法
」
強
化
改
正
に
向
け
仏
教
会
一
丸
と
な
っ
て

協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
請
が
な
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
四
「
全
仏
セ
ン
タ
ー
建
設
準
備
委

員
会
報
告
に
つ
い
て
」

　
昨
年
七
月
に
準
備
委
員
会
開
催
以
来
、
様
々

な
意
見
を
頂
き
、
全
仏
セ
ン
タ
ー
建
設
を
前
提

と
し
て
推
進
し
て
行
く
。
ま
た
現
事
務
所
は
契

約
切
れ
と
な
る
た
め
、
移
転
に
つ
い
て
も
報
告

し
了
承
を
得
た
。
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…
事
業
計
画
、
同
和
…

…
問
題
推
進
な
ど
…

　
昭
和
五
十
六
年
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳
入

歳
出
予
算
は
、
評
議
員
会
。
理
事
会
に
お
い
て

事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
　
別
掲
の
通
り
ほ
ぼ
前
年
を
踏
襲

し
て
い
る
が
、
特
に
同
和
の
推
進
、
時
局
対
策

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
な
う
。
ま
た
税
制

委
員
会
の
設
置
、
全
仏
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
準
備
委
員
会
も
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討

さ
れ
る
。

　
全
書
大
会
、
仏
教
王
化
会
議
の
開
催
、
県
仏

の
組
織
強
化
に
力
が
注
が
れ
る
他
、
国
際
交
流

を
す
す
め
、
W
F
B
と
連
絡
提
携
や
ル
ン
ビ
三

一
復
興
に
協
力
し
て
い
く
。

　
歳
入
歳
出
予
算
　
加
盟
宗
派
負
担
金
算
定
方

式
変
更
な
ど
に
伴
い
、
五
百
万
酒
癖
の
六
千
六

百
八
十
万
円
の
予
算
。
時
局
部
設
置
に
よ
る
人

件
費
、
郵
送
料
値
上
に
よ
る
通
信
費
、
一
項
目

加
わ
っ
た
同
和
推
進
費
、
発
送
費
値
上
げ
の
機

関
紙
発
行
費
な
ど
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

日
宗
連
年
番
の
共
通
事
項
処
弁
費
、
本
年
度
は

W
F
B
大
会
が
無
い
た
め
の
W
F
B
関
係
費
な

ど
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

各
局
の
計
画
内
容

　
　
く
総
　
務
　
局
V

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
に
よ
り
各

　
　
　
　
　
種
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を

　
　
　
　
　
講
ず
る
。

実
施
項
目
①
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
提
携

　
　
　
　
②
時
局
対
策

　
　
　
　
③
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施

　
　
く
組
　
織
　
局
V

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

　
　
　
　
　
的
だ
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

　
　
　
　
　
育
成
を
主
に
し
、
時
代
に
即
応
し

　
　
　
　
　
た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進
す

　
　
　
　
　
る
と
と
も
に
構
成
団
体
の
一
層
の

　
　
　
　
　
強
化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記

　
　
　
　
　
の
事
業
を
実
施
す
る
。

実
施
項
目
①
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強
化

　
　
　
　
②
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
（
各
種
代
表
者
会
議
）
の
開
催

　
　
　
　
③
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

　
　
　
　
④
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
代
表
者
会
議
の

　
　
　
　
　
開
催

　
　
　
　
⑤
同
和
の
推
進
を
は
か
る

　
　
　
　
⑥
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担
当

　
　
　
　
　
事
項
）

　
　
〈
国
際
文
化
局
V

基
本
目
標
　
本
会
の
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業

　
　
　
　
　
目
的
た
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
て

　
　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
，
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
、
仏

　
　
　
　
　
教
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各

　
　
　
　
　
種
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び

　
　
　
　
　
に
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促
進

　
　
　
　
　
を
は
か
る

　
一
⊥
国
際
部
一

実
施
項
目
①
W
F
B
関
係

（
イ
）
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

実
施
、
特
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
計

　
画
へ
の
協
力

（
ロ
）
W
F
B
第
十
四
回
イ
ン
ド
ネ

　
シ
や
大
会
、
W
F
B
執
行
委
員
会

　
ユ
ネ
ス
コ
会
議
等
へ
の
出
席
お
よ

　
び
代
表
派
遣

（
ハ
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

②
国
際
仏
教
交
流
関
係

（
イ
）
臨
時
に
行
な
わ
れ
る
国
際
会

　
議
ま
た
は
巡
拝
団
等
へ
の
代
表
派

　
遣（
ロ
）
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

（
ハ
）
在
日
各
国
公
館
と
連
絡
折
衝

　
　
　
　
（
二
）
各
国
の
天
災
、
戦
災
等
に
対

　
　
　
　
す
る
救
援
活
動

　
　
　
　
（
ホ
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
③
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担
当

　
　
　
　
　
事
項
）

　
i
文
化
部
i

実
施
項
目
①
機
関
紙
「
全
仏
」
の
発
行
と
普
及

　
　
　
　
②
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
企
画
お
よ

　
　
　
　
　
び
開
催

　
　
　
　
③
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

　
　
　
　
④
広
報
宣
伝
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
⑤
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担
当

　
　
　
　
　
事
項
）

宗
務
総
長
会
も
開
か
る

事
業
計
画
な
ど
を
具
申

評
議
員
会
に
先
だ
っ
て
開
か
れ
た
総
長
会

　
理
事
会
・
評
議
員
会
に
先
だ
ち
、
同
日
午
前

十
時
よ
り
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
宗
務
総
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
鱒
淵
理
事
長
、
日
野
総
長
が

挨
拶
し
た
あ
と
議
事
に
入
っ
た
。

　
一
、
昭
和
五
十
六
年
度
土
仏
事
業
計
画
に
つ

い
て
　
一
、
昭
和
五
土
工
年
度
全
仏
予
算
案
を
理
事

会
、
評
議
員
会
で
御
決
定
頂
く
前
に
御
意
見
を

う
け
た
ま
わ
る
件

　
一
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
視
察
に
伴
う
、
宗
派
代

表
派
遣
に
関
す
る
件
、
な
ら
び
に
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
仏
教
徒
一
人
一
ド
ル
募
金
の
件

　
こ
れ
ら
の
議
題
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
で
は

時
局
対
策
と
同
和
推
進
に
つ
い
て
特
に
話
し
合

わ
れ
た
他
に
、
予
算
で
は
県
仏
の
算
定
、
全
仏

の
事
務
局
移
転
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
件
で
は
、
現
地
視
察

や
一
ド
ル
募
金
に
つ
い
て
、
そ
の
他
に
税
制
問

題
等
に
つ
い
て
も
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

一3一
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収
益
事
業
の
範
囲
拡
大

長谷川氏

　
宗
教
法
人
を
含
め
た
公
益
法
人
に
対
す
る
、

課
税
庁
側
の
対
応
は
、
最
近
極
め
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
大
蔵
省
は
昨
年
末
以
来
、
政

令
を
改
正
し
て
、
公
益
法
人
等
の
収
益
事
業
の

範
囲
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
の
寺
院
に
対
し
て
税
務
署
が
積
極
的
に
調

査
し
て
い
る
と
の
報
告
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

宿
坊
も
課
税
対
象
に

　
収
益
事
業
の
範
囲
拡
大
は
、
宗
教
法
人
に
対

し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
今
ま
で
は
、
簡
易
宿
泊
所
営
業
は
す

べ
て
収
益
事
業
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
、
宿
泊
料
が
一
〇
〇
〇
円
（
二
食

付
で
は
一
五
〇
〇
円
）
を
越
え
る
と
き
は
、
全

て
収
益
事
業
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
現
在

顧
問
弁
護
士

長
谷
川
　
正
浩

各
宿
坊
等
で
は
一
八
○
○
円
か
ら
五
〇
〇
〇
円

く
ら
い
の
料
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
よ
う
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
の
宿
坊
が
収
益

事
業
と
さ
れ
て
課
税
対
象
と
な
る
わ
け
で
す
。

不
動
産
の
貸
付
け

　
第
二
は
、
不
動
産
貸
付
業
に
つ
い
て
で
す
。

今
ま
で
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
等
と
並
ん
で
、

公
益
法
人
に
不
動
産
を
貸
付
け
た
場
合
に
は
、

収
益
事
業
と
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
、
公
益
法
人
に
貸
付
け
た
場
合
に

も
収
益
事
業
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
周

知
の
よ
う
に
現
在
、
宗
教
法
人
立
の
幼
稚
園
や

保
育
園
を
、
学
校
法
人
や
社
会
福
祉
法
入
に
し

ょ
う
と
い
う
行
政
指
導
が
、
当
局
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
寺
院
の
幼
稚

園
や
保
育
園
が
、
学
校
法
人
や
社
会
福
祉
法
人

と
な
っ
て
寺
院
か
ら
独
立
し
た
場
合
、
そ
の
幼

稚
園
や
保
育
園
は
、
寺
院
か
ら
そ
の
敷
地
や
施

設
を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
寺
院
が
、

こ
れ
ら
敷
地
等
を
貸
す
行
為
は
、
収
益
事
業
と

し
て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

新
た
に
着
物
貸
付
業

　
第
三
は
、
収
益
事
業
に
、
あ
ら
た
に
着
物
貸

付
業
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
全
日
仏
を
含
め
て
、
宗
教
界
は
、
何

が
適
正
な
課
税
か
と
い
う
こ
と
を
、
積
極
的
に

追
求
す
る
こ
と
な
く
、
課
税
庁
側
か
ら
調
査
さ

れ
る
の
を
嫌
っ
て
、
収
益
事
業
部
門
を
営
利
法

人
に
独
立
さ
せ
て
、
い
わ
ば
護
り
の
姿
勢
を
堅

持
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
、
つ
き
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
し
切
れ
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
最
近
、
犬
猫
の
供
養

に
つ
い
て
、
あ
る
寺
院
が
、
不
特
定
多
数
の
者

を
対
象
と
し
て
、
火
葬
料
、
供
養
料
、
納
骨
料

を
そ
れ
ぞ
れ
受
領
し
て
い
る
場
合
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
国
税
庁
は
つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
で

右
の
全
て
を
収
益
事
業
と
し
て
課
税
の
対
象
と

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
つ
は
、
家
畜
の
骨
は

単
な
る
物
品
と
解
さ
れ
る
の
で
、
納
骨
に
か
か

る
事
業
は
、
倉
庫
業
に
該
当
す
る
。
二
つ
は
、

火
葬
及
び
供
養
は
、
納
骨
に
か
か
る
事
業
に
附

随
す
る
行
為
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
で
は
「
六
道
輪
廻
」
や
「
供
養
」
を
全
く
理

解
し
て
い
な
い
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
人
形
供

養
、
針
供
養
、
水
子
供
養
、
は
て
は
、
納
骨
堂

や
墳
墓
地
貸
付
ま
で
も
が
、
収
益
事
業
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
民
法
上
は
、
人
形
、
針
は
い
う

に
及
ば
ず
、
水
子
、
人
骨
も
物
品
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
で
は
、
宗
教
事
業

そ
の
も
の
を
収
益
事
業
と
い
う
に
等
し
い
こ
と

と
な
り
、
宗
教
法
人
は
営
利
法
人
と
何
ら
か
わ

り
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

　
全
日
仏
で
は
、
昨
年
来
、
数
次
の
税
務
懇
談

会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
宗
教
法
人

の
税
務
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
、

何
が
宗
教
法
人
に
対
し
て
の
適
正
な
課
税
な
の

か
を
検
討
す
る
必
要
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
う
け
て
、
去
る
二
月
六
日
、
京
都
で
行
な

わ
れ
た
、
評
議
員
会
・
理
事
会
で
、
今
年
度
か

ら
専
門
委
員
会
と
し
て
正
式
に
税
制
委
員
会
が

全
日
仏
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
税
制
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
方
向
で
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
宗
教
法
人
の
お
こ
な
う
事
業
は
、
ω
宗
教
事

業
、
②
宗
教
事
業
に
附
随
す
る
事
業
、
③
公
益

事
業
、
ω
公
益
事
業
に
附
随
す
る
事
業
、
⑤
収

益
事
業
、
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
⑤
は
課
税
対
象
と
な
り
、
ω
㈲
は
課
税
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
り

ま
せ
ん
。
問
題
は
、
課
税
庁
側
が
、
②
や
ω
に

つ
い
て
も
、
す
べ
て
課
税
対
象
に
し
ょ
う
と
考

え
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
附
随
事
業
を
課
税
の
対
象
に
す
る
こ
と

は
、
宗
教
事
業
、
公
益
事
業
を
課
税
の
対
象
と

す
る
こ
と
と
、
何
ら
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

宿
坊
を
経
営
し
た
り
、
優
麗
や
経
本
を
発
行
、

販
売
す
る
こ
と
は
、
宗
教
事
業
を
行
な
う
に
あ

た
り
、
不
可
欠
で
あ
り
、
教
材
を
販
売
す
る
こ

と
は
ま
た
、
幼
稚
園
経
営
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
か
つ
て
宗
教
法
人
が
公
益
事
業

と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
た
、
幼
稚
園
等
の
経
営

を
、
当
局
の
行
政
指
導
に
従
っ
て
、
学
校
法
人

一4一
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等
に
し
た
結
果
、
学
校
法
人
等
に
な
っ
た
幼
稚

園
に
そ
の
敷
地
を
貸
す
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ

の
公
益
性
は
国
や
地
方
公
共
団
体
に
不
動
産
を

貸
し
付
け
る
こ
と
に
比
較
し
て
、
何
ら
劣
ら
な

い
と
い
う
べ
き
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
理
論
展

開
を
す
る
と
と
も
に
、
課
税
屡
屡
に
対
し
て
も

宗
教
界
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
為
に
、
啓
蒙
活

動
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
、
全
日
仏
に
要
求
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

…
　
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
長
谷
川
正
浩
…

…
弁
護
士
は
、
高
野
先
生
に
代
り
ま
し
て
、
　
…

…
懸
仏
の
顧
問
弁
護
士
と
な
り
ま
し
た
・
…

全
仏
に
「
税
制
委
員
会
」

　
昨
年
九
月
、
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
・
税

務
調
査
会
よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
度
税
制
改
正

の
審
議
を
行
う
に
際
し
、
そ
の
資
料
と
し
て
全

日
本
仏
教
会
の
意
見
を
伺
い
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
十
月
九
日
に
税
制
問
題
緊
急
懇
談
会
を

開
催
し
た
。
（
神
野
真
一
組
織
専
門
委
員
長
、
白

川
良
純
文
化
専
門
委
員
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
、

羽
生
雅
則
弁
護
士
）

　
こ
の
席
上
で
、
①
収
益
事
業
に
附
随
す
る
行

為
に
つ
い
て
、
②
供
養
の
考
え
方
、
の
二
点
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
自
民
党
税
制
調
査
会
に
は
、
次
の
二

点
を
要
望
書
と
し
て
提
出
し
た
。

　
一
、
御
守
り
、
御
札
、
お
み
く
じ
、
卒
塔
婆

な
ど
、
そ
れ
自
体
が
崇
敬
の
対
象
と
な
る
よ
う

な
物
品
の
頒
布
に
つ
い
て
、
物
品
販
売
業
と
し

て
収
益
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
、
収
益
事
業
に
附
随
す
る
行
為
（
動
物
の

火
葬
、
納
骨
に
か
か
わ
る
供
養
の
行
為
）
を
収

益
事
業
と
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
な
お
、
要
望
書
と
同
時
に
「
仏
教
に
お
け
る

供
養
の
意
義
と
精
神
に
つ
い
て
」
の
小
冊
子
を

問
題
対
処

の
経
緯

作
り
、
課
税
庁
側
を
啓
蒙
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
「
公
益
法
人
の
収
益
事
業
の
範
囲
の

改
正
に
つ
い
て
、
①
旅
館
業
、
②
不
動
産
貸
付

業
の
二
点
が
問
題
と
な
り
、
全
仏
と
し
て
は
大

変
大
き
な
事
で
す
の
で
、
各
宗
よ
り
推
薦
を
い

た
だ
き
、
ま
た
学
識
経
験
者
を
ま
じ
え
、
昨
年

十
二
月
に
税
務
対
策
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
谷
川
先
生
の
文
を

参
照
し
て
下
さ
い
。

　
こ
の
時
点
で
次
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
の
で
す
。

　
◎
宗
教
法
人
の
税
制
に
つ
い
て
は
、
既
得
権

の
こ
と
に
つ
き
、
守
る
の
み
で
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。　
◎
宗
教
法
人
の
税
制
は
、
今
後
、
長
期
的
展

望
で
、
宗
教
法
人
本
来
の
活
動
を
阻
害
さ
れ
な

い
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
本
年
二
月
六
日

の
理
事
会
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
長
期
的
に

宗
教
法
人
の
税
務
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
「
税
制
委
員
会
」
の
設
置
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
組
織
部
1

・轍・晩噌

轍
鴨

｝轍静
欄醗鰍び酬駆噸ゆ髄一坐劇㎝醐齢㎞聯ψψ滞

灘
、
簸
、

　　　　　　難
　　　　麟
灘灘

、
難
雛
蹴
．

1
1
広
く
統
一
し
て
ご
利
用
下
さ
い
1
1

　
　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ

搾
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ

劇
し
め
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

雌
よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
広
く

劇
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と

　
地
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の

　
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

瀞
　
左
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で

伽
各
県
仏
、
郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保

廟
畠
な
ど
で
広
く
自
暴
雫
高

卿
蔦
毒
一
毛
，
．
三
垂
＝
言
二
邑
暑
膚
≡
三
呂
一
一
毒
董
。
三
一
噌
一
妻
一
一
・
三
三
蓋
言
・
二
邑
翌
一
一
三
一
邑
蚕
一
曹
ξ
一
三
署
ラ

蝉ゆ
翰

劇騨圏　～
卿噸｝醐か噛畔

㎜

　
◎
サ
イ
ズ
七
四
琴
×
五
二
彗

　
◎
定
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
　
送
料
実
費

◎
申
込
先
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
壱
酬

　
　
　
　
　
　
一
十
三
　
全
日
本
仏
教
会
文
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
化
部
花
ま
つ
り
係

　
※
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎
甑

年
ギ
リ
ギ
リ
の
申
込
み
で
四
月
八
日
に
間
に
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
・
㌔
　
　
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

鯨幅
い岬
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▼

回

■

保
存
・
修
理
の
充
実
な
ど

　
仏
教
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
全
仏
に

対
し
て
、
加
盟
諸
団
体
、
関
係
者
か
ら
、
よ
り

一
層
の
取
り
組
み
を
要
望
さ
れ
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
事
務
総
局
と
し
て
も
、
現
在
、
関
係

の
皆
様
の
要
望
に
対
し
て
、
い
か
に
応
え
る
か

を
模
索
中
で
あ
り
、
懐
き
の
衆
参
両
院
の
議
員

推
薦
に
あ
た
っ
て
も
、
本
会
と
し
て
文
化
財
保

護
を
重
点
項
目
と
し
て
、
関
係
議
員
に
訴
え
て

き
た
。

　
特
に
今
回
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
国
家
予
算

騨

二二

挨
拶
す
る
田
村
党
組
織
委
員
長

の
編
成
時
期
に
あ
た
り
、
事
務
総
局
で
は
理
事

長
名
で
、
別
記
の
乙
と
く
、
文
化
財
保
護
に
つ

い
て
の
要
望
書
を
、
政
府
与
党
に
提
出
し
た
。

　
更
に
全
日
で
は
、
一
月
二
十
三
日
午
後
一
時

よ
り
、
東
京
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
、
寝
仏
理

事
長
、
各
宗
宗
務
総
長
が
出
席
し
、
自
民
党
組

織
委
員
長
、
各
議
員
（
文
教
局
）
等
と
懇
談
会

を
開
催
し
た
。

　
こ
の
会
で
は
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
全
冊

の
要
望
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
税
制
問
題
、
宗

教
教
育
問
題
な
ど
を
含
め
、
幅
広
く
全
仏
の
当

面
す
る
問
題
に
つ
い
て
懇
談
の
機
会
を
得
た
。

　
席
上
説
明
を
受
け
た
昭
和
五
十
六
年
度
文
化

財
保
護
関
係
の
予
算
（
案
）
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。一
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
等
の
保
存

　
総
額
　
六
七
億
九
百
拾
四
万
円

　
①
国
宝
、
重
要
文
化
財
等
の
保
存
事
業
補
助

　
　
イ
、
修
理
・
防
災
事
業
等

　
　
　
△
建
造
物
　
三
八
億
四
千
二
拾
一
万
円

　
　
　
△
美
術
工
芸
品

　
　
　
　
　
　
　
二
億
七
千
二
百
九
拾
三
万
円

　
　
　
△
伝
統
的
建
造
物
　
二
億
二
百
七
万
円

　
　
ロ
、
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
二
億
一
千
一
百
八
拾
一
万
円

二
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
等
買
上
げ

　
　
　
　
　
　
十
九
億
八
千
五
百
五
拾
八
万
円

三
、
国
有
文
化
財
保
存
等

　
　
　
　
　
　
　
　
二
億
四
千
七
百
八
拾
万
円

　
【
懇
談
会
出
席
者
】

　
（
全
仏
側
）
鱒
淵
正
浩
理
事
長
、
武
田
鳶
彦

浄
土
宗
宗
務
総
長
、
塩
田
義
朗
日
蓮
宗
宗
務
総

長
、
後
藤
純
一
妙
心
寺
派
宗
務
総
長
、
小
沢
照

禧
智
山
派
宗
務
総
長
、
渡
辺
直
大
谷
派
東
京
出

張
所
、
杜
多
信
雄
天
台
宗
庶
務
部
長
、
吉
田
俊

誉
豊
山
派
教
化
部
長
、
奥
田
行
器
黄
密
宗
東
京

出
張
所
長

　
（
政
府
・
与
党
側
）
田
村
元
自
民
党
組
織
委

員
長
、
船
田
元
党
文
教
局
次
長
、
奥
田
幹
生
党

文
教
局
次
長
、
臼
井
日
出
男
党
文
教
局
次
長
、

吹
田
幌
党
文
教
局
次
長
、
藤
井
啓
男
又
教
予
算

専
門
調
査
員
、
山
中
昌
裕
文
化
庁
文
化
財
保
護

部
長
、
神
山
正
文
化
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
。

　
財
政
措
置
を
要
望

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
、
管
理
、
防
災

　
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
（
要
望
）

　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
鱒
淵
正
浩

自
由
民
主
党
　
文
　
教
　
部
　
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
文
教
制
度
調
査
会

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
文

化
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
も
の
で
あ
り
、
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
修

理
、
管
理
、
防
災
等
に
努
め
、
子
孫
に
永
く
伝

え
る
べ
き
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
所
有
者
は
、
そ
の
自
覚
の
も
と
に
保

存
管
理
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

窮
迫
し
た
財
政
状
態
等
に
よ
り
、
保
存
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り

こ
の
ま
ま
で
は
文
化
財
保
護
に
問
題
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
も
文
化
財
所
有
者
の
立
場
か
ら
最
善

の
努
力
を
傾
け
て
お
り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て

も
文
化
財
の
保
存
管
理
事
業
の
充
実
を
め
ざ
し

次
の
よ
う
に
財
政
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
切

に
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

◎
国
宝
、
重
要
文
化
財
等
保
護
対
策
の
充
実

　
・
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
防
災
の
充
実

　
　
　
　
　
要
求
額
　
四
十
一
億
九
千
百
万
円

　
・
伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備
充
実

　
　
　
　
　
要
求
額
　
　
　
二
億
四
千
百
万
円

　
・
文
化
財
保
存
施
設
の
整
備

　
　
　
　
　
要
求
額
　
　
三
億
六
千
八
百
万
円

ゆへゆコリのゆぬ　ゆびゆゆれゆへ
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浅草通り五鳳会加盟店
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強
化
改
正
へ
の
協
力
を
確
認

同
和
特
別
委
員
会
（
七
～
九
回
）

　
　
　
一
説
　
七
　
回
－

　
第
七
回
同
和
特
別
委
員
会
は
、
十
二
月
十
九

日
、
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
・
大
谷
派
宗
務
所

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
「
同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
」
の
強
化
改
正
へ
の
協
力
に
つ
い

て
討
議
さ
れ
た
。

　
同
法
の
十
年
の
時
限
後
、
三
年
の
延
長
が
決

定
し
た
が
、
有
効
期
間
も
一
年
余
と
な
り
、
そ

の
強
化
改
正
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
協
力
で

き
る
か
協
議
さ
れ
、

　
①
特
別
措
置
法
強
化
改
正
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
れ
は
可
能
か
。

　
②
機
関
紙
な
ど
に
於
て
呼
び
か
け
る
こ
と
が

可
能
か
。

　
③
署
名
運
動
な
ど
に
つ
い
て
可
能
か
。

と
の
、
三
点
に
確
認
事
項
を
し
ぼ
り
、
各
宗
派

が
そ
の
項
目
ご
と
に
可
能
か
ど
う
か
を
次
回
に

報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
【
出
席
者
】
蓮
池
肥
立
、
浜
田
義
昭
、
土
屋

孝
喜
、
岸
融
証
、
橘
了
法
、
朽
木
翌
暁
、
高
山

宥
進
、
吉
田
俊
誉
、
北
村
章
道
、
久
保
井
恭
彦

漁
村
一
観
、
松
本
健
雄
、
高
野
一
能
、
馬
場
修

任　
　
　
－
第
　
八
　
回
－

　
第
八
回
同
和
特
別
委
員
会
は
、
一
月
十
六
日

午
後
三
時
よ
り
、
東
京
・
明
照
会
館
会
議
室
に

お
い
て
開
か
れ
、
前
回
要
請
事
項
の
確
認
が
協

議
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
①
の
特
別
措
置
法
強
化
改
正
へ
の
協

力
に
つ
い
て
は
、
各
宗
派
と
も
協
力
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
②
③
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
積

極
的
な
宗
派
も
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
宗
派
も
相

互
連
絡
を
と
り
あ
い
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　
次
に
、
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

た
が
、
年
度
が
わ
り
で
委
員
の
交
代
も
考
え
ら

れ
る
の
で
三
月
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
【
出
席
者
】
朽
木
明
暁
、
吉
田
俊
誉
、
竹
田

英
宣
、
高
山
宥
進
、
小
泉
宗
和
、
蓮
池
瑞
旭
、

高
野
一
能
、
久
保
井
恭
彦
、
近
藤
玄
鶴
、
堀
井

隆
俊
、
三
宮
義
信
、
松
藤
誠
哲
、
松
本
健
雄

　
　
　
－
第
　
九
　
回
一

　
第
九
回
同
和
特
別
委
員
会
は
、
二
月
五
日
午

後
一
時
半
よ
り
、
京
都
・
大
谷
派
宗
務
所
会
議

室
に
お
い
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
討
議
さ
れ

た
。　
一
、
確
認
糾
弾
会
の
報
告
、
一
月
十
九
日
に

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
の
た

め
コ
ド
ル
募
金
」
が
W

F
B
の
プ
ー
ン
会
長
に
よ

っ
て
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
、
日

本
で
も
基
金
勧
工
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
は
釈
尊
聖

地
と
し
て
、
そ
の
ス
ケ
ー

ル
も
大
き
く
、
復
興
計
画

も
数
十
億
と
い
う
も
の
と

聞
い
て
い
る
。

　
一
方
、
最
近
の
世
相
の

中
で
、
「
寄
付
」
と
い
え
ば
、

私
立
医
大
の
“
違
反
寄
付
”
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
千
葉
県
知
事

の
念
書
問
題
も
寄
付
の
範
囲
に
入
る
で
し
ょ

う
。　
寺
院
に
し
て
も
、
本
堂
再
建
や
山
門
新
築

寄

付

な
ど
、
様
々
な
面
で
檀
信
徒
に
寄
付
を
お
願

い
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
も
最
近
は
ス
ム

ー
ス
に
集
ま
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　
A
寺
で
は
、
多
額
の
寄
付
を
い
わ
れ
た
檀

信
徒
が
、
住
職
の
リ
コ
ー
ル
運
動
の
た
め
に

署
名
を
集
め
る
な
ど
騒
然
と
し
た
空
気
に
な

っ
た
り
、
B
寺
で
は
寄
付
し
た
お
金
を
返
せ

と
い
っ
て
問
題
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。

　
寺
院
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
の
声
を
読
売
新

聞
（
二
月
二
十
二
日
）
よ
り
み
て
み
よ
う
。

　
C
さ
ん
一
お
寺
の
建
て
直
し
に
、
貧
富
を

問
わ
ず
、
強
制
的
に
二
十
万
の
寄
付
。
「
貧
乏

人
の
心
、
坊
さ
ん
知
ら
ず
」
と
、
高
級
車
に

乗
る
住
職
に
疑
問
を
感
じ
る
ば
か
り
だ
。

　
D
さ
ん
1
本
堂
再
建
に
寄
付
し
た
が
「
微

力
な
が
ら
役
立
っ
た
」
と
満
足
。
寄
付
は
本

来
、
人
の
善
意
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
価
値
が
な
い
。

大
阪
解
放
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
、
町
田
前

理
事
長
、
曹
洞
宗
、
全
仏
に
対
す
る
第
一
回
目

の
確
認
糾
弾
会
の
報
告
が
事
務
局
か
ら
な
さ
れ

た
が
、
今
回
の
糾
弾
は
日
本
の
仏
教
界
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
確
認
が
行
な
わ
れ
、
各
宗

の
回
答
書
を
次
回
委
員
会
に
配
布
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
一
、
特
別
措
置
法
強
化
改
正
の
協
力
依
頼
に

つ
い
て
こ
の
件
に
つ
い
て
は
前
委
員
会
で
協

力
の
確
認
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
に
こ
の

委
員
会
が
主
と
な
り
1
五
社
連
合
（
東
、
西
、

キ
リ
ス
ト
教
、
天
理
教
、
立
正
佼
成
会
）
と
は

別
に
1
強
化
改
正
に
む
け
て
行
動
す
る
こ
と
が

決
定
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
二
月
一
三
月
に
集

会
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
、
委
員
長
（
報
告
委
員
）
の
選
出
に
つ
い

て
　
委
員
長
に
つ
い
て
は
前
回
の
委
員
会
ど
お

り
と
し
、
理
事
会
・
評
議
員
会
に
は
、
橘
委
員

（
大
谷
派
）
が
報
告
委
員
と
し
て
出
席
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

　
【
出
席
者
】
橘
了
法
、
善
村
一
観
、
藤
田
慈

善
、
蓮
池
瑞
旭
、
山
北
光
彦
、
近
藤
玄
鶴
、
高

山
宥
進
、
松
本
健
雄
、
久
保
井
恭
彦
、
朽
木
明

暁
、
三
宮
義
信

難
民
救
援
寄
金

愛
知
県
仏
教
会
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

名
古
屋
市
仏
教
会
　
二
、
四
三
五
、
〇
三
九
円

一

月

　
高
橋
良
暢
師
（
全
仏
評
議
員
）

　
一
月
七
日
、
肝
臓
病
の
た
め
遷
化
。
七
十
一

歳
。
天
台
宗
滋
賀
教
区
宗
務
所
長
を
経
て
、
宗
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務
庁
財
務
部
長
を
務
め
て
い
た
。

　
伊
東
　
堅
純
師
（
全
仏
国
際
専
門
委
員
）

　
十
二
月
二
十
九
日
、
肝
臓
病
の
た
め
遷
化
。

五
十
九
歳
。
真
言
宗
豊
山
派
の
宗
会
議
員
、
遠

忌
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
。
大
正
大
総
務
部
長

や
日
韓
仏
教
交
流
に
も
貢
献
。
特
に
全
仏
で
は

九
年
間
に
わ
た
っ
て
庶
務
、
文
化
、
国
際
の
各

部
長
を
歴
任
し
た
あ
と
、
国
際
専
門
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。

　
梶
浦
　
逸
外
師
（
全
仏
元
副
会
長
）

　
二
月
十
日
、
急
性
心
不
全
の
た
め
遷
化
。
八

十
四
歳
頃
花
園
大
学
長
、
正
眼
寺
僧
堂
を
経
て

臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
。
こ
の
間
に
全
仏
の
副

会
長
も
務
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
国
際
臨
済
禅
交

流
協
会
会
長
、
日
華
仏
教
文
化
交
流
協
会
会
長

な
ど
禅
を
世
界
に
広
め
る
た
め
活
躍
さ
れ
た
。

…
事
務
総
局
録
事
（
一
月
・
二
月
）

　
　
（
一
　
月
）

　
　
八
日
　
局
内
会
議

十
四
日

十
六
日

過
十
七
日

　
十
九
日

二
十
三
日

二
十
六
日

二
十
八
日

　
三
十
日

　
　
（
二

　
　
二
日

六五
日日

　
　
九
日

十
三
日

　
十
九
日

二
十
一
日

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
準
備
委
員
会

埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

同
和
特
別
委
員
会

同
和
集
会
参
加

糾
弾
会

自
民
党
大
会
出
席

全
日
仏
婦
修
正
会
出
席

全
仏
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員
会

文
化
専
門
委
員
会

月
）局
内
会
議

全
仏
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会

同
和
特
別
委
員
会

宗
務
総
長
会

理
事
会
、
評
議
員
会

二
仏
新
年
懇
親
会

同
和
拡
大
実
行
委
員
会
出
席

ル
ン
ビ
ニ
ー
視
察
出
発

局
内
会
議

仏
英
研
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

＝
表
紙
の
写
真
＝

火
渡
り
祭
（
高
尾
山
薬
王
院
）

　
高
尾
山
春
山
開
き
の
「
火
渡
り
祭
」
は
、

大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
貫
首
、
大
僧
正
成
満

大
先
達
山
本
秀
順
上
下
大
導
師
の
下
、
一
山

の
浄
侶
山
伏
総
出
仕
で
、
関
東
一
円
の
有
縁

御
信
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
息
災
延
命
、
身
上

安
全
祈
願
の
「
な
で
木
札
」
三
十
万
本
が
、

修
験
道
の
秘
法
「
柴
燈
大
盤
摩
羅
」
の
法
火

に
焚
き
上
げ
ら
れ
る
。

　
や
が
て
大
火
災
は
「
火
伏
せ
の
秘
法
」
に

よ
っ
て
鎮
め
ら
れ
、
浄
火
の
中
に
「
一
生
三

昧
・
火
渡
り
修
行
」
が
行
な
わ
れ
る
。
修
験

道
山
伏
を
先
頭
に
一
万
を
越
え
る
御
信
徒
が

参
加
修
行
、
御
本
尊
飯
縄
大
権
現
様
御
加
護

の
下
、
無
病
息
災
の
御
利
益
に
浴
せ
ら
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
三
月
八
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

行
な
わ
れ
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
必
需
品

　　

@　

@
御
用
途

　
　
　
　
　
　
　
●
本
堂
焼
香

　
　
　
　
　
　
　
●
屋
外
供
養

　
　
　
　
　
　
　
●
墓
前
供
養

　
　
　
　
　
　
　
●
説
教
机

　
　
　
　
　
　
　
同
門
．

広
範
囲
な
用
途
で
ご
使
用

に
な
れ
、
重
さ
四
キ
ロ

折
り
た
た
ん
で
片
手
で
持

ち
運
べ
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
を
と
ら
ず
車
に

も
簡
単
に
積
め
ま
す
。
材

質
も
カ
バ
ザ
ク
ラ
を
使
用

し
、
心
を
こ
め
て
作
り
あ

げ
た
も
の
で
す
。

色
は
、
黒
色
・
溜
色
・
朱
色

2台で1セット

Aタイプ￥55，000

（写真参照ハト返し有

Bタイプ　￥50，000

（ハト返しなし）

申
し
込
み
、
資
料
請
求
は
ハ
ガ
キ
に
て

株
式
会
社
　
サ
ヤ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

〒
一
八
三
　
東
京
都
府
中
市
浅
間
町
四
ノ
三

鱗
M
知
醐
繍
礒

発
行
所
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
十
三

電
話
笥
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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